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の専門家が担当します。内容は、
各種税金の問題、経理、経営につ
いて。お気軽にどうぞ。相談日と
場所は、毎週金曜日、午後1時～
4時　 区役所1 階区民相談室

財
政
状
況
(
昭
和
5
6
年
度
上
半
期
)

決
算
(
昭
和
5
5
年
度
)
の

あ
ら
ま
し

( 2・3面)

本
区
財
政
の
実
態
を
、
区
民
の

み
な
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
弌

よ
り
一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
た
め
に
、
財
政
状
況

の
公
表
を
毎
年
二
同
、
六
月
と
F

二
月
に
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
昭
和
五
十
六
年
四
月

一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
(
昭
和

五
士
(
年
度
上
半
期
)
の
財
政
状
況

と
、
昭
和
五
十
五
年
度
決
算
の
あ
ら

ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
昭
和
五
十
五
年
度
各
会
計

の
執
行
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前

回
、
昭
和
五
十
六
年
一
二
月
三
十
一
日

現
在
で
公
表
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

・
。力
月
の
出
納
整
理
期
間
を
経
過

し
、
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
、
十
一
月

に
開
か
れ
た
区
議
会
第
四
回
定
例
会

で
承
認
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
あ
わ
せ
て
足
立
区
職
艮
の

給
殍
等
に
つ
い
て
も
公
表
し
ま
す
。

職
艮
の
給
与
の
棊
串
は
、
二
十

三
区
共
通
し
た
も
の
ミ

こ
の
改

定
は
特
別
区
人
篳
委
眞
会
が
、
特

別
区
内
の
民
間
宙
業
所
等
の
実
態

そ
鯛
査
し
、
勧
告
が
な
さ
れ
決
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
、
昭
和
八
玉
(
年
度
上
半

朗
財
政
状
況
の
公
表
、
昭
和
五
十

五
年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し
、
お
よ

び
職
員
の
給
与
等
に
つ
い
て
の
く

わ
し
い
内
容
は
、
二
・
三
面
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、財
政
係
(
財
政
関

係
)
、給
与
係
(
給
与
関
係
)
へ
。

学童保育室

来年4月の

入室児募集
昭
和
五
十
七
年
四
月
入
室
の
児
童

を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間
　
一
月
(
日
'
A

十
三
日

入
室
で
き
る
児
童
　
四
月
か
ら
小
学

校
一
?
三
年
生
に
な
る
児
童

申
込
で
き
る
方
　
保
護
者
が
勳
い
て

い
た
り
病
気
な
ど
の
た
め
、
下
校

後
の
児
童
の
面
倒
を
み
る
こ
と
が

で
き
な
い
方

定
員
　
一
保
育
室
あ
た
り
四
十
名

費
用
(
保
護
者
負
担
金
)
　
児
童
一

名
あ
た
り
月
額
千
円

申
込
に
必
要
な
も
の
　
申
舗
-气

調

査一

、
勤
務
証
明
謄
(
用
紙
は
各

保
育
室
に
あ
り
ま
す
)
、
印
か
ん

《
ご
注
意
》
　
▼
私
立
み
ど
り
学
童

保
育
ク
ラ
ブ
(
興
木
小
学
校
内
　
　

(
九
八
-
七
二
四
〇
)
に
入
室
ご
希

望
の
方
は
、
直
接
ク
ラ
ブ
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
　
▼
保
木
閧
、
渕

江
、
上
沼
田
学
童
保
育
室
(
各
小
学

校
内
)
は
、
四
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、

六
月
、
溯
江
、
西
新
井
児
意
館
に
移

り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
あ
な
た
の
希
望

す
る
学
童
保
育
室
(
別
表
参
照
)

学童保育室一覧表
福
祉
事
業
あ
ん
な
い

支
給
し
ま
す

難
病
患
者
福
祉手

当

昭
和
五
十
六
年
度
十
二
月
期
支
払

分
(
(
月～
十
一
月
分
)
は
、
十
二

月
ミ
ー
五
日
ご
ろ
、指
定
し
た
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。受
給
者
の
万
に

は
、(
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

な
お
、
支
給
月
額
が
改
定
さ
れ
、1

月
分
か
ら
、
月
額
(
千
円
に
な
り

ま
し
た
。

問
合
せ
先
　
障
害
福
祉
係

外
国
人
の
方

国
民
年
金
に

加
入
で
き
ま
す

国
民
年
金
法
の
改
正
に
よ
り
、
昭

和
五
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
、
日
本

国
内
に
住
所
が
あ
る
外
国
籍
の
万
も

国
民
年
金
に
加
入
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
受
付
け
は
、
昭
和
五
十

七
年
一
月
四
日
か
ら
行
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
国
民
年
金
課
へ
。

母
子
寮
の入

寮
案
内

区
内
に
は
、
ニ
カ
所
の
母
子
寮
が

あ
り
ま
す
。
配
偶
者
を
な
く
さ
れ
た

り
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
じ
た
事
情
に

あ
っ
て
、
十
(
歳
未
満
の
子
ど
も
を

養
育
し
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
母
子

家
庭
の
方
が
入
寮
で
き
る
施
設
で

す
。
ま
た
、母
子
寮
で
は
、寮
母
が
生

活
上
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
最
寄
り
の
福
祉
事

務
所
へ

。

ね
た
き
り
の
方
に

老
人
福
祉
手
当
を

対
象
　
区
内
に
住
所
の
あ
る
六
十
五

歳
以
上
の
方
で
、図
ま
た
は
倒
の

状
9
が
六
ヵ
月
以
上
引
き
続
い
て

い
る
方

(
ア
)
　
老
衰
や
傷
病
の
た
め
、食
事
、

入
浴
、
排
便
な
ど
の
日
常
生
活

を
営
ひ
う
え
で
著
し
い
支
障
が

あ
り
、
常
に
他
の
者
の
介
助
か

必
要
と
さ
れ
る
、
自
宅
に
い
ろ

万

(
イ
)
　
入
院
し
て
い
る
万
(
精
神
秘

も
含
む
)

支
給
制
限
　
▼
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

施
股
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
　
▼
本
人
や

家
族
の
所
得
に
よ
る
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん

支
給
月
額
　
一
万
三
千
五
百
円

申
請
に
必
要
な
も
の
　
▼
世
帯
全
員

の
住
民
票
の
写
し
　
一
'本
人
名
義

の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)
　

▼
印
か
ん
　
▼
入
院
証
明
一
(
入

院
さ
れ
て
い
る
万
の
み
)

※
現
在
す
で
に
老
人
福
祉
手
当
の
支

給
を
受
け
て
い
て
、
庄
所
・
口
座
な

ど
の
変
更
、
そ
の
他
の
事
情
変
更
が

あ
っ
た
方
は
、
お
早
目
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先
　
老
人
福
祉
係

お
貸
し
し
ま
す

第
三
期

災
害
援
護
資
金

台
風

二
十

四

号
に

よ

り
、
家
財

に

被

害
を

受
け

た
方

に

、
復
旧

に
要

す

る

資
金

を
、
お

貸
し

し
て

い

ま

す
の

で

、緬
一
い
で

お
申

し

込
み

く

だ
さ

い

。

対
象
　
家
財
の
三
分
の
一
以
上
の
被

害
(
床
上
浸
水
)
を
受
け
た
世
帯

で
、
次
の
要
件
を
贍
え
て
い
る
方

▼
被
災
時
に
区
内
に
居
住
(
住
民

登
録
済
)
し
て
い
る
こ
と
　
▼
被

災
は
住
居
で
あ
る
こ
と
　
▼
所
得

か
一
人
世
帯
の
場
合
、
二
百
二
十

万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
(
一
人
増

す
ご
と
に
三
十
万
円
増
)
　
▼
連

帯
保
証
人
が
一
人
あ
る
こ
と

貸
付
限
度
額
　
一
世
帯
あ
た
り
六
十

万
円
以
内

貸
付
期
間
　
十
年
以
内
(
三
年
の
据

え
置
き
期
間
を
含
ひ
)

貸
付
利
率
　
年
三
%
(

据
え
置
き
期
M

は
無
利
子
)

償
還
方
法
　
半
年
賦
、
年
賦
均
等
償

還
申
込
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
記
入
の

う
え
、
必
要
一
類
を
添
え
て
直
接

本
人
が
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
十
二
月
二
十
八
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
授
濔
係

支
給
し
ま
す
(
区
制
度
)

心
身
障
害
者

福
祉
手
当

昭
和
五
十
六
年
度
万
一
月
期
支
払

分
(
(

月
?
十
一
月
分
)
は
、
十
二

月
一
了

五
日
ご
ろ
、
指
定
し
た
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。
受
給
者
の
方
に

は
、
(
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

な
お
、
支
給
月
額
が
改
定
さ
れ
、

十
月
分
か
ら
月
額
(
千
円
に
な
り
ま

し
た
。

問
合
せ
先
　
障
害
禰
祉
係

軽
費
老
人
ホ
ー
ム

夫
婦
室
の
入
居
者

募

集

申
込
資
格
　
▼
六
十
歳
以
上
で
都
内

に
居
住
し
て
い
る
こ
と
　
▼
健
康

で
自
分
で
日
常
生
活
が
営
め
る
こ

と
　
▼
月
収
が
十
五
万
円
以
下
で

あ
る
こ
と

申
込
期
限
　
十
二
月
二
十
六
日

く
わ
し
く
は
、
老
人
福
祉
係
へ

。

年
末
年
始
の

休
日応

急
診
療

年
末
年
始
竿
二
月
二
十
九
日
　

(
火
)
～
一
月
三
日
(
日
ご
の

休
日
応
急
診
廉
等
は
次
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
保
険
証
は
忘
れ
ず

に
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

□
休
日
診
療
(
内
科
・
小
児
科
)

受
付
時
間
　
午
前
十
時
?
午
後
四

時∇
孑
住
耨
日
芯
拍
所

年
住
僻
町

一
四
一
四

　
ハ
ヒ
O
-

○
四

六
一
)

▽
竹
の
塚
休
日
診
療
所
(
竹
の
塚

六一

一
(
I

匸
〒

一
〇
一
　

(
(
五
一
五
四
二
こ

▽
東
和
休
日
診
療
所
(
東
和
四
一

一
〇
-
三
　
　
六
二
九一

七
(

八
一
)

▽
江
北
休
日
診
療
所
(
江
北
六
-

匸
(
I
I
〒
一
〇
一
　
　
(
九

六
一
四
〇
〇
円
)

□
休
日
歯
科
診
療

受
付
時
間
　
午
的
t
時
?
午
後
四

時
▽
竹
の
塚
休
日
歯
科
診
療
所
(
竹

の
塚
六
-
一
八
-

三
-

一
〇

(
(
五
―
五
四
ニ
ー
)

□
休
日
準
夜
間
診
療
(
内
科
・
小

児
科
)

受
付
時
間
　
午
後
五
時
?
九
時
三

卜
分
(
た
だ
し
、
診
療
開
始
は

午
後
五
時
三
丿
分
か
ら
)

▽
千
庄
休
日
診
療
所

▽
竹
の
塚
休
日
診
療
所

問
合
せ
先
　
保
健
予
防
係

身
体
障
害
者
を
対
象
に

特
別
区
職
員
を
募
集

募
集
職
種
　
事
務
(
高
校
卒
程
度
)

募
集
人
員
　
約
五
し
名
(
各
区
一

ヱ
ニ
名
程
度
)

受
験
資
格
　
▼
昭
和
一
了
九
年
四

月
二
日
?
昭
和
三
十
九
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
(
学

歴
は
問
い
ま
せ
ん
)
▼
身
体
障

審
者
手
帳
を
有
し
、
二
十
三
区

内
に
住
所
を
有
す
る
方
　
▼
S

字
印
刷
文
に
対
応
で
き
る
方

第
一
次
選
考
予
定
日
　
昭
和
五
十

七
年
二
月
七
日
(
日
)

申
込
方
法
・
期
間
　
別
表

申
込
書
の
配
付
場
所
　
各
区
役
所

と
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局

く
わ
し
く
は
、
特
別
区
人
事
委

員
会
事
務
局
任
用
課
(
　
二
六
五
I

○
六
七
一
)
へ

。

※
な
お
、
東
京
都
で
も
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
都
人
事
委
員
会
試

験
課
(
!

二

二
-
五
一
一
一
)

へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
・
申
込
場
所
及
び
申
込
期
間

年
末
年
始
の
窓
口
案
内

X
役
所
、
出
張
所
、セ
ン
タ
ー
、

図
書
館
な
ど
の
、
年
末
年
始
の
事

務
取
扱
い
は
、
次
の
と
お
り
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

□
区
役
所
、
出
張
所
、
保
健
所
、

保
健
相
談
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

内
職
補
導
所
、消
費
者
セ
ン
タ

ー
・・
・
年
末

は
二

十

八
日
(

月
)

で

終

わ
り

ま

す

。
新

年
は

、
四

日
(

月
)

か

ら
業

務

を
始

め

ま

す
。

□
区
民
セ
ン
タ
ー
、
児
童
館
、
老

人
館
、
産
業
振
興
館
、
勤
労
福

祉
会
館
、
図
書
館
、
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
…
年
末
は
、
二

十
七
日
(
日
)
ま
で
開
館
し
て

い
ま
す
。
新
年
は
、
五
日
(
火
)

か
ら
開
館
し
ま
す
。

※
そ
の
他
の
施
股
に
つ
い
て
は
、

直
接
に
各
施
設
へ
、
匐
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

放
送
時
間
を

午
後
四
時
に
変
更
し
ま
し
た

区
で
は
、
青
少
年
の
非
行
や
事

故
を
防
止
す
る
た
め
、
防
災
用
の

ス
ピ
ー
カ
ー
を
利
用
し
て
、
帰
宅

時
閖
を
知
ら
せ
る
放
送
を
し
て
い

ま
す
。

十
一
月
末
ま
で
は
午
後
五
時
に

放
送
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
没
も

早
く
な
っ
た
の
で
、
十
二
月
一
日

か
ら
午
後
四
時
に
し
ま
し
た
。

こ
の
放
送
の
あ
と
、
屋
外
な
ど

で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
を
見

か
け
ま
し
た
ら
、
一
声
か
け
て
く

だ
さ
い
。
区
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

ご
迷
惑
か
と
思
い
ま
す
か
、
こ
の

趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
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昭和55年度　決算のあらまし

昭和55年度決算概要

昭 和55年度一般会計決算
〔歳 入〕

〔歳出〕

昭和55年度
一般会計決算額対前年度比較

昭和55年度用地特別会計決算

〔歳 入〕

〔歳 出〕

昭和55年度国民健康保険特別会計決算

〔歳 入〕 〔歳 出〕

昭和55年度一般会計決算の財源別性質別内訳

職員の給与等について

人件費の状況( 一般会計決算)

○ 人件費には、特別廠等の給料、報酬等が含まれています。

なお、普通会計( 普通会計とは、一般会計と用地特別会計の重複部分を除いて合計

し、国民年金印紙の購入、充払い等を差し引いたものです) における人件費率は、30. 6%

になります。

職員拾与費の状況( 一般会計予算)

○ 給与費は。当初予算に計上された額です。

なお。職員手当とは、扶養手当、通勤手当、住居手当等で、退職手当は含まれてい
ません。

職員の平均給料月額及び平均年齢の状況( 56 年4月1日現在)

職 員の 初任 給 の状 況( 56 年4 月1 日現在)

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況( 56年4月1日現在)

昭和56年度
上 半 期 財政状況の公表

財政状況の公表におけ

る図、表および文章の数

値等は、すべて昭和56 年

9月30 日現 在のものです。昭 和56年 度　予 算の執 行状 況

昭和56年度一般会計予算 現額と構成費

昭和56年度一般会計予算執行状況

〔歳入〕

▽ 予算額　　9?0億3, 504万3千円
取入済額　400億1, 640万1 千円

収入串　　41. 2%

<内訳>
特別区交付金( 48. 5%) 特別区税( 37. 3%)

国庫支出金{ 40. 2%} 諸収入( 41. 2%}
特別区債( 0%) 都支出金<18. 9%)

その他〔・7. S%〕
〔歳 出〕

干算額　　970億3, 504万3 千円

支出済額　396億2, 378万3 千円
支出串　　42. 0%

<内訳>

民生費【46. 4% 】 教育費( 34. 2%) 土木

費( 3) 。9%〕 総務贄( 42. 0%) 環境衛生費( 36. 6%)
公債費( 53. 2%) その他( 59. 3%)

※ なお、数字( %) は予算額に対する収入・
支廁牢です。

昭和56年度

国民健康保険特別会計執行状況
予算額　　217f l t l , 305万7 千円

収入済額　94億2, 001万9 千円

収入率　　43. 4%

支出済額　65億9, 722万6千

円

古出車　　30. 4 傴

昭和56年度
用地特別会計

執行状況

予算額　　2 億50‘ 万円
収入済額　9, 457万8 千円

収入牢　　47. 2%
支出済額　0 円

ひ支出率　　0. 0%

区民負担の概況

特別区民税の区民負担額の概況および推移( 世帯・人

口は1 月1 日現在數) は、次のとおりです。

あなたの区税1, 000円の内訳

※ 区税、特別区交付金、繰越金等から計算したもの。

区民 税負担の うつ りか わり

財 産 、 公 債 お
よ び 一 時 借 入 金

◆ 区有財産

昭和56年9月3a日現在で区か所有してい

る財産は、総額3, 369億4, 058万5千円で、
孑の内訳|ま汝のyj i l l です。

二地… … 2, 673億9, 008万1 千円( 庁舎,

学校等の● 地)
建物… … 564{ f 2, 061万4 千円( 庁舎, 学

校等の建物)

工作物…… 67$5, 106 万1千円( 鬥, 貯水

櫓等)
立木・竹… … 3<g4, 976 万7 千円

株券等…… 3, 922万円g 株券, 電話債券

等)

※ 以上, 公有財産

基金… … 36億3, 213-万l 千円( 中小企業融

責基金等6 件)

物品… … 23億5, 771万1千円( 1 点につき30
万円以上の物品3, 281 件)

◆ 公債

昭和56年9 月加日現在における区債の紕

驤は, 28S 繦1, 489万2 千円で1 その内駅は

次のとおりです。
総務債…… 20仭S, 81●万円

民生價…… 2S僵i 7; 弥万6 半円
環境衛生債…… 5 億254? 万9 千円

土木價……帥偲1, 651万円

教育歓…… I S2億2, HI 万7 千円

◆ 一時借入金

一時借入金は、支払責金に一時的不足が
見込まれるとき、その不足を補なうために

市中銀行などから借り入れる資金です。昭

和56年度の限度額は20億円ですが。昭和56

年9 月30日までの上半期においては、借り
入れの実績はありません。

繰越予 算の執行状況
昭和55年度予算のうち、昭和56年度に繰

り越された予算は1 事業1, 906万4千円( 環

境衛生費) で、その支出額も同額( 100%)
となっています。(昭和56年9 月30日現在)

東京都執行委任予算
この予算は、都の事務事業の一部を都知

事から区が委任を受けて執行しているもの
で、その主なものは区立小・中学校教職員

の給与費、失業対策事業費、医療助成費、

母子福祉資金貸付金で、執行委任額および

執行状況は次のとおりです。

一般行政職の等級別職員数の状況( 56 年4月1日現在)

特 別職 の報 酬 等の 状況( 56 年12 月20日現在)

○ 特別職は、一般職員と異なり、扶養手当、通勤手当、住居手当等が、支給されませ
ん。なお、議貝には、退職手当も支給されません。

職員手当の状況

○ 退職手当の1 人当たりの支給額は、55年度に退職した全職員に支給された平均値で

す。なお、退職手当のうち勘奨退職者の支給率は、57年度以降段階的に引き下げ、
60年度からは最高限度額も80月になることが決定しています。
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地域で家庭で実践を―――

青少年健全育成

申し合わせ事項

十
一
月
(
日
の
「
足
立
区
青
少
年

健
全
冐
成
区
民
大
会
」
で
昭
和
五
十

七
年
の
哂
勳
目
標
を
、
次
の
二
項
と

す
る
こ
と
に
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

次
の
時
代
を
背
負
う
青
少
年
を
健

全
に
育
て
る
た
め
に
、
区
民
の
智
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。☆

み
ん
な
が
声
を
か
け

あ
う
街
に
し
よ
う

(地
域
ぐ
る
み
活
動
の
推
進
)

今
の
日
本
に
は
地
域
社
会
で
の

連
帯
意
識
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

朝
夕
に
は
、
隣
り
近
所
で
あ
い
さ

つ
を
か
わ
し
ま
し
I
つ
。
危
な
い

遊
ぴ
を
し
て
い
る
子
ど
も
を
見
か

け
た
ら
、
一
声
か
け
て
く
だ
さ
い
。

☆
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を

多
く
も
と
う

(家
庭
の
役
割
の
啓
蒙
)

親
と
子
が
話
し
合
い
の
機
会
を

多
く
も
ち
ま
し
I
つ
。
お
互
い
の

共
通
点
、
相
違
点
を
、
確
認
し
た

り
、発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

話
し
合
い
を
重
ね
る
こ
と
で
、

心
の
ふ
れ
あ
い
や
。
理
解
が
深
ま

り
、
親
子
の
断
絶
を
な
く
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成

ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
て
い

た
「
青
少
年
健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
」
は
、
応
募
作
品
百
六
十

余
点
の
中
か
ら
、
次
の
方
々
が
入
逸

と
な
り
ま
し
に
。

□
小
学
生
の
部

▽

最

優
秀

賞

…
林

秀

明
(

六

木
小

五

年
)
　

▽

優

秀
賞

…
阿
部

由

美
(

花

保

小

六
年
)

遠
山

紀
子
(

花

保
小

六

年
)
　

▽

佳

作
・
・・
清
水

麻

奈
(

六
木

小

五
年
)

奥

山
明
(

花
保

小

二
年
)

小

竹
史
(

洌

江
第

一
小

五

年
)

□

中
学

生
の

部

▽
最
優
秀
賞
・
・
楚
山
陽
子
(
第
(
中

二

年
)

▽

優
秀

賞
・・
・
豆

塚

美
樹
(

洲

原

中
三

年
)

内
海

目
明
(

蒲

原
中

二

年
)

▽

佳

作

…
須

田

晴
美
(

第
(

中

二

年
)

相

沢

由
香

理
(

花

畑

北
中

一

年
)

山
崎

恵
(

第

四

中
二

年
)

□

一

般
の

部

▽
最
優
秀
賞
・
・
・
中
沢
三
樹
夫
(
一
ッ

家
三
1
九
I
匸
一
)
▽
優
秀
賞
・
・
・
丸

山
正
治
(
花
畑
五
-
六
-
一
-
四
一

〇
)
小
山
内
め
ぐ
み
(
興
野
一
-
一

四
-
一
)
▽
佳
作
…
該
当
な
し

ご
利
用
く
だ
さ
い

教
育
相
談

お
子
さ
ん
の
教
青
の
こ
と
で
、
心

配
や
お
悩
み
の
方
の
た
め
に
、
教
育

相
談
を
し
て
い
ま
す
。

□
電
話
に
よ
る
教
育
相
談

日
時
　
毎
週
火
曜
日
?
金
畷
日
午

前
十
時
?
午
後
四
時

電

話

番
号
　
(
(

四
-

七
(

六

七
(

パ
パ

ヨ

ー
ナ

ヤ

ム

ナ
)

□
面
接
に
よ
る
教
育
相
談

▽
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談
室
・
・
・
毎

週
月
曜
日
?
土
曜
日
、午
前
九
時

～

午
後

五

時
(

土

曜
日

は
正

午

ま

で
)
　

　
(

五

九
一

九
五

三

一

▽
教
育
相
談
東
部
分
室
(
北
三
谷
小

学
校
内
)
・
・
・
毎
週
月
曜
日
?
金
曜

日
、午
前
九
時
?
午
後
四
時
　
　

六
二

〇
一

五

九

〇
〇

募
集
・
催
し
も
の
案
内

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

□
自
彊
(
き
ょ
う
)
術
教
室

日
時
　
一
月
二
十
九
日
?
四
月
二
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日
(
計
十
回
)

午
前
十
時
上
一
一
時
三
十
分

(
オ
リ
ェ
ン
テ
ー
シ
ー
ン
は
、
一

月
二
十
二
日
午
前
十
時
)

内
容
　
健
康
・
体
力
づ
く
り
の
た
め

の
全
身
運
動

対
象
　
十
(
歳
以
上
の
区
民

定
員
　
五
十
名
(
先
着
順
)

費
用
　
各
回
二
百
円

申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
電
話

□
室
内
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
(
初
級
)

日
時
　
一
月
一
一
十
九
日
ヱ
ー
月
二
十

六
日
ま
で
の
毎
週
龠
曜
日
(
計
五

回
)
　
午
後
六
時
三
十
分
?
八
時

(
オ
リ
ェ
ン
テ
ー
シ
ー
ン
は
、一

月
二
十
二
日
午
後
六
時
三
十
分
)

対
象
　
十
八
歳
以
上
の
区
民

定
員
　
五
十
名
(
抽
選
)

費
用
　
各
回
二
百
円

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
で
(
十
二

月
二
十
六
日
消
印
有
効
)

※

い
ず
れ
も
、
参
加
者
は
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
'
ン
の
前
ま
で
に
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

□
健
康
チ
ェ
ッ
ク

日
時
　
▼
毎
週
水
曜
日
・
:
午
前
九
時

三
十
分～
午
後
七
時
　
▼
毎
週
日

曜
日
・
:午
前
九
時
三
十
分
?
午
後

三
時

測
定
項
目
　
脈
搏
、
血
圧
、
尿
、
肺

活
一
な
ど

費
用
　
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

〒
Ⅲ
東
保
木
問
一
〒

二
七
一

一
　
　
八
五
九
一
(

ニ
ー

一新
年ラ

ジ
オ
体
操
大
会

日
時
　
一
月
二
日
(
土
)
午
前
(
時

場
所
　
保
木
問
小
学
校
(
雨
天
の
場

合
は
同
校
体
育
館
)

主
催
　
区
ラ
ジ
オ
体
操
会
連
盟

後
援
　
教
育
委
員
会
、
区
体
育
協
会

※
参
加
希
望
者
は
、
午
前
七
時
四
十

分
ま
で
に
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

区
ラ
ジ
オ
体
操
会
連
盟

事
務
局

　
(
八
七
I
○
三
二
九
(

大
原
方
)

参
加
し
ま
し
ょ
う

成
人
の
日
の
集
い

成
人
に
な
ら
れ
た
方
を
対
象
に
、

「
成
人
の
日
の
集
い
」を
開
き
ま
す
。

成
人
の
方
に
は
、
年
賀
状
で
ご
案
内

し
ま
す
の
で
、
当
日
は
そ
れ
を
持
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
一
月
十
五
日

場
所
　
文
化
会
館
、
産
業
振
興
館

対
象
　
昭
和
三
十
六
年
四
月
二
日
?

昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日
の
閧
に

生
ま
れ
た
方

問
合
せ
先
　
文
化
係

花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー

□
加
工
食
品
の
使
い
方

日
時
　
一
月
二
十
二
日
(
金
)
午
後

一
時
三
十
分
!

二
時
三
十
分

対
象
　
区
内
在
住
の
婦
人

費
用
　
材
料
賢
実
質

定
員
　
三
十
名
(
先
着
順
)

申
込
方
法
　
十
二
月
二
十
四
日
か
ら

窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。
材
料
費

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

□
料
理
教
室

日
時
　
二
月
十
二
日
・
二
十
六
日
、

三
月
十
二
日
・
二
十
六
日

午
後

二
時
'
‘四
時
三
十
分

対
象
　
区
内
在
住
の
婦
人
で
、
四
回

と
も
出
席
で
き
る
方

費
用
　
二
千
円
(
材
料
費
)

定
員
　
三
十
名
(
抽
選
)

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
、住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
十
二
月
三
十
一
日
の
消

印
有
効

申
込
・
問
合
せ
先
　
花
畑
区
民
セ
ン

タ
ー
(
〒
Ⅲ
花
畑
四
-
一
六
-
一

三
　
　
(
五
〇
一
二
六
一
七
)

国
際
障
害
者
年

児
童
ポ
ス
タ
ー
展

国
際
障
害
者
年
記
念
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
、
児
童
生
徒

の
全
作
品
(
約
五
百
点
)
の
展
覧
会

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
作
品
も
障
害
を
も
つ
人
達
へ

の
理
解
を
訴
え
。
助
け
合
う
姿
勢
を

描
い
た
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。

日
時
　
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
(
二

十
二
日
は
休
館
)
午
前
十
時
?

午
後
六
時
(
最
終
日
は
午
後
三
時

ま
で
)

場
所
　
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
(
ニ
チ

イ
シ
;
ピ
ン
ク
デ
パ
ー
ト
酋
新

井
店
)

問
合
せ
先
　
障
客
福
祉
計
画
担
当

保
健
衛
生

精
神
衛
生
相
談

日
時
　
毎
月
第
一
木
曜
日

午
後
一

時
三
十
分
乙
一時
三
十
分

場
所
　
江
北
保
健
相
談
所

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　一
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
江
北
保
健
相
談

所
　
　
(
九
六一
四
〇
〇
四

成
人
病
検
診

日
時
　
毎
週
金
曜
日
午
後
一
時
?

一
時
三
十
分
(
受
付
)

場
所
　
千
佳
保
健
所

対
象
　
ほ
ぽ
三
十
歳
以
上
の
区
民

内
容
　
成
人
病
予
防
の
睹
検
査

費
用
　
約
五
千
円

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所

八
八
(
-
四
二
七
七

講
演

会

「
喫
煙
と
健
康
」

区
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た

め
、[
喫
煙
と
健
康
」と
題
し
て
、

講
演
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
　
一
月
十
一
一
日
(
火
)
午
後
二

時
場
所
　
区
役
所
七
階
大
会
議
室

講
師
　
平
山
　
雄
さ
ん
(
国
立
が
ん

セ
ン
タ
ー
研
究
所
疫
学
部
長
)

問
合
せ
先
　
衛
生
部
管
理
課

一
月
の
献
血

▽
五
日
(
火
)
・・・
竹
の
塚
駅
東
口

北
千
住
駅
西
口

▽
六
日
(
水
)
…
西
新
井
駅
西
口

▽
七
日
(
木
)
・
;
区
役
所
本
庁
舎

▽
九
日
(
土
)
・
'・竹
の
塚
駅
東
口

▽
ト

ー日
(
月
)
…
北
千
注
駅
西
口

▽
卜
三
日
(
水
)
…
西
新
井
駅
酉
口

▽
十
(
日
(
月
)
…
北
千
住
駅
西
口

▽
十
九
日
(
火
)
=
・
綾
瀬
駅
西
口

▽
ニ
ト
日
(
水
)
…
竹
の
塚
駅
東
口

▽
二
十
一
日
(
木
)
・・・成
和
信
用
金

庫
本
木
支
店
(
関
原
二
丁
目
)

▽
二
十
五
日
(
月
)
・・・北
千
庄
駅
西

口
▽
二
十
七
日
(
水
)
・
:足
立
高
等
戰

業
馴
練
校
(
綾
瀬
五
丁
目
)

サ

ミ
ッ
ト
ス
ト
ア
五
反
野
店
(
中
央

本
町
二
丁
目
)

▽
二
十
(
日
(
木
)
・
:西
新
井
駅
東

口
▽

】二
十
日
(
土
)
・
=北
千
住
駅
西
口

竹
の
塚
駅
東
口

時
間
　
い
ず
れ
も
、
午
前
十
時
?
乍

後
三
時
三
十
分

問
合
せ
先
　
保
健
予
防
係

日
頃
か
ら
寄
附
禁
止

選
挙
が
な
い
と
、
つ
ぃ
忘
れ

が
ち
に
な
る
の
が
寄
附
の

禁

止
。
贈
ら
ず
、
受
け
と
ら
ず
、

求
め
ず
ぞ
き
れ
い
な
選
挙
を
。

胃
の
検
診

対
象
　
膺
三
十
五
歳
以
上
の
区
民
で

過
去
一
年
以
内
に
検
診
を
受
け
て

い
な
い
方

検
診
日
時
・
定
員
　
▼
一
月
ニ
ト
五

囗
・
二
十
(
日
=・
二
十
五
名
　
▼

二
月

二
日

・

十

六
日
:
一
三

十

五
名
(

抽

選
)

い

ず

れ

も

、
午
前

中

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

費
用
　

千
二

百

円
(

た
だ

し

、
生

活

保
護

世
帯

の

方

は

「
生

保
の

し

お

り

」
を

、
住

民

税
非

課

税
世

帯
の

方

は

「
住

民

税

非
課

税

証
明

昏

」

を
当

日

お
持

ち

に
な

れ

ば

、
免
除

し
ま

す
)

検
診
で
き
な
い
方
　
冐
の
手
術
を
し

た
方
、胃
病
と
診
断
さ
れ
た
方
、

自
覚
症
状
の
多
い
方
は
、直
接
医

療
機
関
で
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ

い

。
妊
娠

の

可
能

性
の

あ

る
方

は

、

生
理

の

初
日

か

ら

卜
日

目
ま

で

に

受
診

し
て

く
だ

さ
い

申

込
方

法
　

往

復
(

ガ
キ

に

検

診

名

、
希

望
検

診

目

、
住

所

、
氏
名
(

ふ

り

が
な
)

、
生

年

月
日

、
年

令

、
電
話

番

号

、
性

別

を
明

記

申

込
期

限
　

十

二

月

】箏

四
日
(

当

日

消

印
有

効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
1伊興
町
前
沼
一
一
五
七
-
六

(
五
五
丿
四
一
五
一

医
療
従
事
者
の

年
末
届

医
師
な
ど
の
免
許
を
持
つ
医
療
従

亊
者
は
、法
律
に
基
づ
く
年
末
届
(
十

二
月
三
十
一
日
現
在
)
を
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
　
▽
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤

師
・
:
業

務
に

従

事
す

る
し

な
い

に

か

か
わ

ら

ず
免

許
の

あ
る

方

▽

保
健

婦

、
助

産
婦

、
歯

科

衛

生

士

、
歯
科

技

工

士

、
看
護

婦
(
士
)

、

准
看

護

婦
(

士
)

…
区
内

に

お

い

て

、
業

務
に

従

事
さ

れ
て

い

る
方

届

出
期

限
　

一
月

十
五

日

届

出
・

問

合
せ

先
　

賢

轄

の

保
健

所
(

足

立

保
健

所
　

　
八

五
五
-

四

一

五
一

、
千

住

保
健

所
　

　
(
(
(

一

四

二
七

七
)

水 洗化が

可 能になり ました

現
在
、
区
内
各
所
で
下
水
道
工
事
が
着

々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の
た
ぴ
、

次
の
地
域
の
工
事
終
了
に
と
も
な
い
、
水

洗
化
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
地
域

の
方
に
は
、
三
年
以
内
に
水
洗
化
の
工
事

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
　
別
表

使
用
開
始
月
日

▽
表
(
1
)
の
地
域
・
・
・
十
二
月
四
日

▽
表
(
2
)
の
地
域
・
‘
・
十
二
月
十
日

▽
表
(
3
)
の
地
域
・
・
・
十
二
月
二
十
四
日

問
合
せ
先
　
区
下
水
道
課
(
　
(
(

九
丿

六
一
六
一
)
、
都
下
水
選
局
小
菅
支
所
(

　
六
〇
二
-
(
(

二
二
)

水洗化可能地域一覧表

野
球
チ
ー
ム

登
録
の
更
新

区
営
野
球
場
抽
せ
ん
会
に
必

要
な
チ
ー
ム
登
録
の
更
新
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
毎
日
(
休
日
と
第

二
・
四
木
曜
日
を
除
く
)

登
録
資
格
　
区
民
ま
た
は
区
内

の
事
業
所
の
従
業
員
ご
つ
く

っ
て
い
る
チ
ー
ム

登
録
方
法
　
登
録
用
紙
(
体
育

課
に
あ
り
ま
す
)
を
提
出
。

こ
の
際
に
、
旧
登
録
証
を
返

し
て
く
だ
さ
い
。

※
抽
せ
ん
会
後
は
、
登
録
し
て

い
な
い
チ
ー
ム
に
も
、貸
し
出

し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
体
育
課

ご
協
力
く
だ
さ
い

製
造
業
の
統
計
調
査

「
工
業
統
計
調
査
」
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
構
造
統
計
調
査
」
と
「
工
業

実
態
基
本
調
査
」
の
三
つ
の
統
計
調

査
(
十
二
月
一
日
現
在
)
が
、
同
時

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

「
工
業
統
計
調
査
」
は
、
わ
が
国

の
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
製
造
業
を
対
象
に
毎
年
調
査
し

て
い
る
も
の
で
す
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
構
造
統
計
調

査
」
は
、
昨
今
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対

す
る
内
外
の
厳
し
い
情
勢
か
ら
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
実
態
を
把
握
す
る

た
め
、
従
業
者
三
十
名
以
上
の
製
造

業
に
対
し
調
査
い
た
し
ま
す
。

「工
業
実
態
基
本
調
憲
は
、中

小
企
業
対
策
の
基
礎
賢
料
を
得
る
た

め
、
通
商
産
業
大
臣
が
指
定
し
た
企

業
を
対
象
に
調
査
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
、
国
民
生

活
の
重
要
資
料
と
し
て
。
広
く
活
用

さ
れ
ま
す
。
調
査
員
が
各
事
業
所
を

訪
問
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

調
査
期
間
　
十
二
月
下
旬
?
一
月

問
合
せ
先
　
統
計
係

訂 正

一
部
の
地
域
に
配
付
さ
れ
ま
し
た
、
十
二
月
五
日

付
「
区
の
お
知
ら
せ
」一
面
右
上
に
掲
載
し
ま
し
た
、

人
口
・
世
帯
の
欄
中
、
数
字
が
入
れ

違
っ
て
お
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

正
し
く
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

世帯
211, 965

人口
627, 073

相談

区
民
相
談
室

午
前
九
時
～
午
後
四
時

(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

▽
一
般
相
談
…
…
…
…
土
・
日
・
祭
日
を
除
く
毎
日

▽
結
婚
相
談
…
…
…
…
木
・
日
・
祭
日
を
除
く
毎
日

▽
交
通
事
故
相
談
…
…
土
・
日
・
祭
日
を
除
く
毎
日

1 月の安売りデー

青

県

物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
月
二
十
日

<
緑
の
ノ
ジ
ン
の
あ
る
お
店
>

水

産

物
…
…
…
…
…
…
…
…
一
月
二
十
二
日

<
青
の
ノ
ポ
リ
の
あ
る
お
店
>

豚

肉
…
…
…
…
…
一
月
九
日
・
二
十
三
日

<
赤
の
ノ
ポ
リ
の
あ
る
お
店
>

綾
瀬
・
東
綾
瀬
地
区
の
皆
さ
ん
へ

住
居
表
示
板
を
取
替
え
ま
す

綾
瀬
一
?
七
丁
目
、東
綾
瀬
一

I
二
丁
目
の
各
家
庭
に
取
り
付
け

て
あ
る
町
名
板
、
戸
番
標
と
街
区

表
示
板
の
取
り
讐
え
作
業
を
、
一

月
中
に
行
い
ま
す
。

こ
の
作
業
は
、
区
で
委
託
し
た

業
者
(
住
居
表
示
係
の
腕
章
を
着

用
)
が
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
住
居
表
示
係

ご
推
薦
く
だ
さ
い

工

業
従
業

員
褒
賞

本
区
工
業
の
発
展
に
貢
献
し
た

優
秀
な
従
業
艮
を
表
彰
し
ま
す
。

対
象
　
区
内
の
同
一
事
業
所
に
十

年
以
上
勤
務
し
、
成
績
優
秀
な

工
業
従
業
員

推
薦
手
続
　
事
業
主
と
加
入
団
体

の
長
が
推
薦一

に
履
歴
書
を
添

え
て

推
薦
期
限
　
十
二
月
二
十
八
日

推
薦
・
問
合
せ
先
　
商
工
係

ご
利
用
く
だ
さ
い

湯
河

原

伊
豆
高
原

「
あ
だ
ち
荘
」

抽
選
日
　
二
月
分
の
抽
選
は
一
月

五
日
(
火
)
で
す
。
午
前
九
時

に
、
縟
河
原
『
あ
だ
ち
荘
』
と
伊

豆
高
原
「
あ
だ
ち
荘
」
を
、
一
緒

に
抽
選
し
、
そ
の
順
位
に
よ
り
受

け
付
け
ま
す
。
伊
豆
高
原
を
申
し

込
み
の
方
は
国
民
健
康
保
険
証
が

必
要
で
す
。

抽
選
場
所
　
区
役
所
七
階
会
議
室

※
午
前
九
時
を
過
ぎ
ま
す
と
、
会

場
に
入
れ
ま
せ
ん
。

抽
選
後
の
利
用
　
空
室
は
利
用
日

の
三
日
前
ま
で
受
け

付
け

ま

す
。抽
選
日
翌
日
か
ら
は
、竜
話

で
係
へ
申
し
込
み
の
う
え
、
三

日
以
内
に
利
用
料
金
を
出
張
所

に
支
払
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
▼
讌
河
原
…

区
民
生
活
係
　
▼
伊
豆
商
原
・
:

国
民
畦
欒
保
墺
歸
庶
將
係

Y. 　N　239, 000


